第19回　施設処遇検討会議　議事録　H22.10.18

13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・中村文洋・小笠原嘉紀・三浦綾・木村春子　

　　　　　　（ 欠席者：千葉C.E.O・長谷部S.G.M・馬渕豊子・須々田珠実・小坂和子・上平ユリ子）

記　録：木村春子

議題

１：山田　吉夫様　（青山荘入所者様）の処遇について

２：馬渡　武光様　（青風荘利用者様）の処遇について

１：山田　吉夫様　（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

①金銭管理

・生活保護受給額（8.3万円）で、決めた金額でやり繰り出来るように、無駄遣いをしないで計画的に使用する事が出来る。

→10日で3,000円、毎月10,000円程度を、ATMにて引き出している。その他シャンプーや洗剤などの日用品がなくなった場合には、必要な分のお金を渡している。
・小遣い帳の記入をきちんと行い、生活費についても、本人が現状を把握できるように話し合う。

→小遣い帳を記入して頂き、定期的にチェックを行う。
※デイケアへ参加時（水・金）は、昼食代として500円を渡し、残りの300円は小遣いとしている。
②デイケアを休まずに通う

・デイケア利用日は水曜日、金曜日の週2回。通所プログラムに慣れる事を目標に参加している。

→出来た事の内容を確認して評価していく。

・不調を訴え休む事がある。

→八戸市総合健診センターでの健診を勧めると、希望されている為、11/9に予約し職員同行予定。
・部屋に篭っている時。

→訪室し娯楽室で過ごすよう声掛けする。他者との結び付けを図る。

③保清指導

・毎日、日課表のチェックを行い、保清指導を継続。

→入浴・洗濯・掃除は強い声かけをしないと、自ら出来ない為、介入しながら一緒に行う。
＜評価＞
入所してから約1年が経過し、退所後はアパートでの生活になると思われるので、一人暮らしを目標とした支援が必要である。どういう事を支援していけばいいか、本人と話し合いの機会を多く持ち、本人がやらなきゃいけないという気持ちを引き出しながら、具体的に支援をして行く。日中も自室に篭ってしまうことが多いため、デイケアへの通所を週2回から3回・4回と増やしながら、日中活動の拡大と生活リズムの安定を図っていく必要がある。アパートでの生活をする為に、必要な事を抽出していく。本人のやる気、行動力を引き出せるように、色々な方法を考え試しながら、本人にあった支援を行っていく。

２：馬渡　武光　様　（青風荘利用者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症　なし

＜問題点・介入方法＞

1 生活全般のマナーが不十分　　　　　　　　　　　

· 喫煙マナーを守らない。

· ゴミ箱をあさる

食べ物を口の中をいっぱいに詰め込んで食べる。

○　問題点で挙げた行動の都度、声掛けや指導・介入を行なうことで、行動の修正を図っていく。

· しけもく

持ち歩きは火事の危険があることを説明、見守りと必要時には指導を行なう。

· ごみ箱漁り

衛生面に問題があることを伝えるととも、必要時に指導を行なう。
· 食べ物を口の中いっぱいに詰め込んで食べる

食事前に、詰め込まないよう注意を行なうとともに、食事中は見守りを行なう。
基本的な保清が出来ない

○　定期的に保清のチェックを行ない、必要時には介助同行支援を行なっていく。
・　衣類購入・整髪など

　　必要物品のチェックを行い、同行支援にて購入をしていく。頭髪の伸び具合を確認し、定期的に床屋へと同行を行なう。
・　衣類の汚れ

見た目の汚れがだけでなく、臭いがする事も汚れのひとつとして伝えていく。何日も同じ衣類を着ているときなど、必要時には介助・指導を行なっていく。
＜評価＞

一度吸ったタバコは捨てなければ事故に繋がる事を繰り返し説明し理解してもらう。

物を詰め込んで食べたり、咳き込みながらも詰め込む為、基本的な食べ方の指導を繰り返す。

定期的な衣類の交換が必要である事を本人と話し合い理解してもらう。

汚れや擦り切れのひどい繕いだらけの衣類は処分する必要がある事を繰り返り説明し、新しい衣類を着用するように促がしていく。

病棟での入院生活の中で培われた、生活全般のマナーのなさや衣類管理ができないこと（新しい衣類を惜しんで着ない）は本人の病的な部分であり、治療する事は困難である。入院時お金に対する制限がり、むしろ物を大事に使おうとする所など本人の長所を伸ばして、出来ているところは褒めていく。職員は余裕をもって接し、施設の中でルールを守り、生活を送る事ができるように支援を行っていく。







